
令和８年度　第１回　北陵地域協働交通検討部会連絡会 

 

 

次第 

 

 

日時：令和８年９月１７日（木）　 

午後２時 30 分～ 

場所：アステ市民プラザ　ルーム１ 

 

 

１．自己紹介 

 

 

２．部会長の選任について 

　 

 

３．地域の移動課題対策支援事業について 

（１）部会の目的 

（２）実施計画の作成 

 

４．北陵地区の地域課題について 

（１）地域別カルテの共有（市） 

（２）地域課題の共有（地域） 

 

５．今後のスケジュールについて 

（１）学識者による講演会（勉強会）、ワークショップ、アンケート実施 

 

６．その他 

 



(参考)令和7年度第2回地域公共交通会議資料　抜粋
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地域公共交通会議

＜部会員＞
　・学識者　　　　：葉委員　　　
　・交通事業者：阪急バス　野津委員
　・市民等　　　　：市民代表　武田委員
　・行政　　　　　　：土木部長　五島委員　　　　　　　　　

北陵地域　協働交通検討部会

（地域住民）

・無作為市民
・子ども（中学生など）
・商業者（地域内のスーパーなど）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

【主な取組例】
　　・交通に関する勉強会やワークショップの開催
　　・タウンミーティングの開催
　　・解決策の検討、実行（利用促進やＭＭなど）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

連絡会
・解決策の検討、課題分析
・地交会議へ提案

参加

参加

解決策の提案

部会員
＋

地域代表
（北陵コミュニティ協議会：中井会長）

（北陵自治会：馬場会長）

北陵コミュニティ地区の部会イメージ
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・支援地区決定
・部会設置

・勉強会開催

・課題分析と解決策検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　など

解決策の方針

・既存交通の維持のための利用促進策
(ニーズに合ったサービスの再検討(ルート、
料金など)、MMによる意識改善等)

・既存交通の利用環境改善(バス停の改善、
鉄道等の乗り継ぎ改善等)

・将来的な新たなモビリティ導入可能性の
検討

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　        など

・コミュニティ協議会から
申請

申請 地交会議 部会

・実施計画の提出・実施計画の承認

・取組の実行

・実績報告書の提出

・実施計画の提出

・実績報告書の評価

・実施計画の承認



今後のスケジュール（案）

第１回部会

（連絡会）

• 今後の方向性の共有

＜11月頃＞

第２回部会

（連絡会）

• 講演会、ワークショップ、アンケート実施　など

＜12月頃＞

第３回部会

• 第２回部会（連絡会）の振り返り

＜1月頃＞

第４回部会

（連絡会）

• 実施計画（案）の検討

＜2月頃＞

第５回部会

（連絡会）

• 令和９年度の実施計画（案）確定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
➡　令和９年３月頃に開催予定の地域公共交通会議へ提出

2026/9/17　
北陵地域協働交通検討部会（連絡会）資料１



公共交通の利用促進のためのイベント等に関わる費用（上限５０万円）を補助します。

STEP1 課題の把握
1.地域内で課題の把握
2.支援候補地区への申請書提出（地域としての移動課題について記載いただきます）
3.申請のあった支援候補地区の中から、川西市地域公共交通会議（※１）で支援地区を決定
4.選定された支援地区については、地域協働交通検討部会（※2)を設置

STEP2 課題の検討・解決策（案）の決定
1．地域協働交通検討部会で協議
2.地域住民へのアンケートやワークショップなどの実施
3.事業実施計画（案）の作成
4.地域協働交通検討部会連絡会（※3）で協議。事業実施計画の策定。
５.地域公共交通会議で審議、承認

STEP3　解決策の実施
1.事業実施計画書に基づき解決策の実行
　（利用促進のためのイベントに関わる無料乗車券の発行など）

STEP4　解決策の効果検証

1.実績報告書の作成
2.地域公共交通会議へ報告・協議

赤字が地域の方々にしていただくことです

※3 地域協働交通検討部会連絡会のイメージ

地域住民等の意見をまとめて地域代表が連絡会でご報告いただきます

地域の移動課題対策支援事業
概要

具体的な取り組み・支援内容

全体の流れ

市内各地域の交通状況・住環境に応じた交通サービスを構築することを目的に、地域の移動課題解決（既存公共
交通の維持など）に向けた地域住民の主体的な取組を支援します。

（例）公共交通に関する勉強会・ワークショップの開催（学識経験者の報償費、交通費）
　　　　地域住民への意向調査（アンケート代）
　　　　利用促進のためのイベントに関わる無料乗車券の発行（交通費、紙代）など

※１ 学識経験者、公共交通事業者、市等で構成され、交通計画に位置付けられた事業の実施及び調整に関する事項等
      必要な事項を定める会議体
※２ 地域公共交通会議委員、地域住民等で構成され、地域の移動課題対策を検討する会

地域協働交通
検討部会

連絡会（審議会）

構成：部会員（地域
公共交通会議委員）

＋

地域住民

商業者

事業者

地域代表

地域公共交通会議
（審議会）

①支援候補地区への申請書提出

②支援地区に選定

④承認

③実施計画の提出

PLAN

（計画）

STEP２

CHECK

（評価）

STEP4

ACTION

（改善）

STEP４

DO

（実行）

STEP3
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資料編-79 
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